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1989年11月29日

｢森林の保健機能増進に関する特別措置法｣の廃案についての要請
北海逆自然保簡“4合

代表稲田孝治

（趣旨）

現在、参院において審議中である本法案は、艇林水産省当局が｢森林の保健磯能の増進」

という名目で、国有林はじめ日本の森林、特に我が国の自然環境保全上決定的な意義をも

つ各郁保安林を事実上無靭瞳なレジャー開発に#遇共する危険な道を開くものであり、私た

ちは本法案の立法化の企画に強く反対し、その則時の廃案をここに強く要舗いたします。

（記）

1，本法案は「森林の保健機能の増進」という名目で、各種レジャー施設を含むいわゆ

る「森林保健施設」をつくるよう、全国森林計画、地域森林計画を裂冨更あるいは新たに定

めることを、隣林水産大臣、都道府県知事に積極的に義務ずけている（第3条、 4条、 5

条)。また、森林所有者の施業計画の変更が、進んで奨励される（第6条)。

2、このような「保“能森林」や「森林保ｲ建機能噸進計画」が設定されることにより、

保安林の保全のために従来「森林法」により厳しく限定されていた各種の制限措髄が、大

娠に緩和される（第7条、 8条)。

3，また、森林組合法に特例が設けられ組合員外による大弗瑚典開発に道を開く（第9条）

とともに、国有林野もそのために進んで提供するよう「配慮」されいる（第10条)。

4、私たちは、近年、自然環境の破壊の振興にともない、国民が原生的自然との触れ合

いをますます求めていることを良く知っており、そのために自然郵境を破壊せず、自然と

親しむことのできるような施設（良く配慮された遊歩道や自然休錠林など）の整儲につい

ては、菰極的な協力も惜しまない。しかし、これらの万睡没は、現行法のもとでは十分可能

であり、このために新法が必要とされるとは考えられない(国有林は1988年現在、1100か

所、56"haの森がレクリエーションの森として指定されている★『林業白密』昭和63年度、

23-24ページ)。

問題であるのは、本法案の鋭明資料にも引かれているように「国有林事業」の「ヒュー

マン・グリーン・プラン」には、 「スキー蝿、パブリックゴルフ場、ホテル、ペンション」

などが明記されており、こうした「森林保佼蝿能施殴」の建般を担うのは大…民間デベ

ロッパーにほかならてい。例として、89年度現在、本道のゴルフ場数は125か所あるが、

…造成中17か所、計画中が26か所あるといわれ、このような傾向は本法案の立法化に

ともない、さらに加速されるであろう。また、スキー場は、雑の122か所に加えて、さ

らに61市町1寸が争って開発しようとしている。これらは、般近の広島町島松でのゴルフ場

の腿薬汚染による鍵漁場の魚の大斌死に見られるように、道民の「保“能墹進」どころ

か自然蕊境と人間のためのその真の保健機能の破竣以外の何者でもない（このゴルフ場の

支翫1人だった島村氏はこの1日、疲労のため急死された)。

5，林野庁は、対象面識の制限や違反の場合の復元命令など制限条項があるので、破壊

にならないとしているが、新聞報道によれば、林野庁はゴルフ場で18ホールで数10ha程

度までは、保安林の解除なしでも両鮒Eと考えている様子である。しかし、保安林の｢謁則

に、スキー場やゴルフ場やホテルが設けられるならば、その周辺のかなりの区域を含めて、

以後永久に保安林でなくなることは明らかであり、その「復元」がほとんど不可能である

ことも鯰を持たない。そのうえ「保安林のままで」開発行為を認られ、営利事業を営むも

のには、固定資産税はじめ各麺の税制上の優遇措腫が与えられることも不合理かつ不公正

である。

6、さらに、事前の一括した計画により、これまでの森林法に露められてきた保安林の

解除や新設に対する住民をはじめ利害関係者の「意見密」の提出の機会が排除されるが、

これは国民の「環境を守る梅利」の重大な侵害であるといわざるをえない。現に室脇市の

幹部は、室闘岳の水源かん鍵保安影林をスキー場の為に伐採しようとるす企てに抗議してい

る「室蘭岳の自然を守る会」の人々にたいして、 「この法案が通ると、あなたがたには気の

毒なことになる」と放言すらしている。

以上の理由から、私たちは、この法案の廃案を要求して行くことを明らかにします。ま

た、本法案立法化を機とする室閲岳の保安林解除の企てにたいしては、改めて全道的*財奨

での反対運動を展開することを申し添えておきます。

「
森
林
の
保
健
機
能
増
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」

「
森
林
特
措
法
」
を
廃
案
に

…

シ

一
九
八
九
年
も
押
し
せ
ま
っ
た
十
二
月

一
日
、
全
国
の
自
然
保
護
団
体
が
反
対
す

る
な
か
で
「
森
林
の
保
健
機
能
増
進
に
関

す
る
特
別
措
腫
法
（
森
林
特
措
法
ご
が
成

立
し
ま
し
た
。
同
法
は
八
九
年
三
月
に
国

会
に
提
出
さ
れ
、
継
続
審
議
に
な
り
、
今

回
の
臨
時
国
会
に
再
提
出
さ
れ
、
十
一
月

一
六
日
の
衆
議
院
農
林
水
産
委
員
会
で
可

決
（
自
・
社
・
公
・
民
が
賛
成
、
反
対
は

共
産
の
み
）
、
翌
日
の
本
会
議
を
へ
て
、
十

二
月
一
日
参
譲
院
本
会
議
で
成
立
し
ま
し

た
。
従
来
保
安
林
に
レ
ジ
ャ
ー
施
設
を
造
成

す
る
場
《
只
保
安
林
解
除
の
申
謂
を
知
事

と
農
拝
水
産
大
臣
に
提
出
し
、
そ
の
認
可

を
待
っ
て
の
開
発
だ
っ
た
の
が
、
こ
の
法

特
措
法
に
よ
っ
て
知
事
に
よ
る
地
域
指
定

を
受
け
る
と
、
そ
の
手
続
き
が
不
用
に
な

り
ま
す
。
具
体
的
な
問
題
と
し
て
は
室
蘭

岳
ス
キ
ー
場
の
場
合
な
ど
同
法
に
よ
っ
て

地
域
指
定
を
受
け
た
場
合
は
、
今
行
っ
て

い
る
「
保
安
林
解
除
に
対
す
る
異
議
意
見

の
提
出
」
と
い
う
手
法
が
無
効
に
な
る
た

め
に
、
運
動
に
法
的
後
立
て
が
な
く
な
る

の
で
す
。

森
林
特
措
法
は
森
林
の
レ
ジ
ャ
ー
開
発

へ
の
可
否
の
決
定
権
が
大
幅
に
知
事
の
も

の
と
な
る
の
で
す
。
こ
の
こ
と
に
注
目
し

た
い
も
の
で
す
。

（
追
記
）
哩
月
翠
日
林
野
庁
か
ら
返
事
が

届
き
ま
し
た
。

次
号
で
紹
介
し
ま
す
。
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知床生態系保護地域設定委員会の報告

知床森林生態系保護地域設定に関する意見書

北海道自然保護連合 N 知床岬

知床自然保護協会

北海道自然保護協会

表記の件に関し以下のごとく要望いたします

1森林生態系保護地域の範朋につし､て､知床横断道路以西の国立
園地域（羅臼湖周辺湖沼群、318,319林班等）と遠音別原生自
環境保全地域及びその周辺を含めること。

2.森林生態系保護地域に囲まれた国有林以外の地域（民有林、 1
mt運動地緑か）も同保護地域に含めること。

3．バッファーについて｢保全利用地区｣という用語を用いているズ

この地域本来の性格から「保全地区」に改めること。

4保存地区と保全地区の取り扱い方針について不明確な点が多
ので、許される行為、利用のあり方を具体的に示すこと保全地
の利用は教育的利用等、その趣旨に反しない最少限のものとし

少なくとも国立公園計画、同管理計画の範囲を越えるべきでは
い。

5.海岸地域（相泊～知床岬、幌別～知床岬）を保存地区と／
すること。

6国立公園特別保護地域及び第1種特別地

地区とすること

7.知床横断道路及び道道知床公園線沿線の

地区は必要最少限の幅で設定し､保存地区
拡大すること。

8.遺伝子保存林と森林生態系保護地域

との関係を明確にすること。
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為

鎚
年
翅
月
「
林
業
と
自
然
保
護
に
関
す

る
検
討
委
員
会
」
の
答
申
を
受
け
明
年
４

月
、
全
国
で
翅
ヶ
所
の
「
保
護
林
」
が
設

け
ら
れ
、
各
地
域
ご
と
に
「
保
護
地
域
設

定
委
員
会
」
を
招
集
し
具
体
的
線
引
き
を

③

；を一
臼～

然環境保全地域等位置図

蝿
一
鯏
亘

国立公回 emW-ｲ雑錐区
(3ア､ソミ･ン）

糖別保坂地区
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0 5 10km

し
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ⅢⅢⅢⅢⅢ自然環塊保全地域等

州鳥猷保腰区

行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

知
床
半
島
に
つ
い
て
は
「
横
断
道
周
辺

以
東
」
が
そ
の
地
域
に
指
定
さ
れ
、
実
際

の
線
引
き
を
「
知
床
生
態
系
保
護
地
域
設

定
委
員
会
」
で
決
め
る
。
委
員
会
は
今
ま

で
４
回
持
た
れ
（
７
月
Ⅳ
日
、
８
月
羽
～
鯉

日
、
、
月
ｎ
日
、
蚫
月
泌
日
）
、
８
月
は
現

地
調
査
も
行
っ
て
い
る
。
当
初
予
定
で
は

次
回
第
５
回
（
２
月
中
旬
以
後
に
予
定
）

で
あ
っ
た
が
、
如
月
に
提
出
さ
れ
た
『
ス

ヶ
ル
ト
皇
を
め
ぐ
っ
て
「
師
年
の
伐
採

地
を
含
む
か
ど
う
か
」
で
分
裂
し
た
ま
ま

で
あ
る
た
め
最
終
答
申
に
な
る
か
ど
う
か

不
明
で
あ
る
。

こ
の
委
員
会
に
は
当
初
地
元
の
知
床
自

然
保
護
協
会
か
ら
の
代
表
が
含
ま
れ
て
お

ら
ず
「
合
意
」
の
形
成
が
こ
れ
で
は
不
十

分
で
あ
る
た
め
連
合
と
し
て
要
請
文
を
道

営
林
局
長
宛
に
送
り
ま
し
た
。
知
床
自
然

保
護
協
会
。
北
海
道
自
然
保
護
協
会
・
北

海
道
自
然
保
護
連
合
の
三
者
の
代
表
に
よ

る
話
し
合
い
が
ｎ
月
、
～
廻
日
に
持
た

れ
、
週
日
に
営
林
局
側
と
三
者
代
表
こ
の

話
し
合
い
が
実
現
し
ま
し
た
。

最
終
的
な
結
論
が
出
さ
れ
る
時
に
は
科

学
的
な
判
断
と
私
達
の
想
い
が
加
っ
た
形

で
あ
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

な
お
委
員
の
名
簿
は
『
北
の
自
然
』
恥
虹

を
参
照
し
て
下
さ
い
。
貢
ケ
ル
ト
皇
は

連
合
事
務
局
に
あ
り
ま
す
。
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ね
ば
り
強
い
運
動
を
続
け
、
三
度
目
の
冬
を
迎
え
た

「
室
蘭
岳
の
自
然
を
守
る
会
」
で
は
、
農
林
水
産
大
臣

宛
に
「
拝
啓
農
林
水
産
大
臣
様
」
と
い
う
ハ
ガ
キ
を

集
中
し
て
い
ま
す
。
内
容
は
室
蘭
岳
の
国
有
林
の
水
源

仔 世 貫 桑

は
が
き
作
戦
再
開
へ

ロロロロロi
■■■■■B

覇榔風錘｡蓮

東京郷千代田区蔵ヶ閲1丁目2番1号！

・農林水産大臣殿

子供たちに残そう室蘭鞠

大自然

密瀧塚難､、

連
合
加
盟
団
体
働
く
１
ジ

室
蘭
岳
の
自
然
を
守
る
会

土寸
一一一一｡ ●－■ －＝

南

一
一

一一
一
い

一
一
一

一
一
砂
』一一
《
』

一
一
一
一

一一

一
一
一
陶
一
唖
一R＆・・

凸 ,ぎ

で
す
。で
き
る
だ
け
多
く
の
方
に
出
し
て
頂
き
た
い
と
い
う

こ
と
で
、
守
る
会
も
し
く
は
連
合
事
務
局
に
用
意
し
て

あ
り
ま
す
の
で
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〒
剛
室
蘭
市
港
北
町
５
丁
目
％
三
浦
進
方

室
蘭
岳
の
自
然
を
守
る
会
事
務
局

か
ん
養
保
安
林
を
指
定
解
除
し
な
い
よ
う
要
請
す
る
こ

と
と
、
「
森
林
の
保
健
機
能
増
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法

（
森
林
特
措
法
）
」
に
断
固
反
対
し
て
い
く
意
志
の
表
示

昨
秋
、
国
土
計
画
が
ス
キ
ー
場
造
成
を
発
表
し
た
こ

と
を
機
会
に
、
貴
重
な
高
山
植
物
、
昆
虫
の
保
護
を
は

じ
め
と
す
る
自
然
の
保
護
と
、
炭
坑
閉
山
後
の
地
域
の

自
立
を
考
え
よ
う
と
い
う
「
あ
す
の
夕
張
を
考
え
る
シ

ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
」
が
夕
張
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
廻

月
２
日
～
３
日
の
日
程
で
２
０
０
人
余
が
集
い
、
議
論

を
行
い
ま
し
た
。

僕
は
１
日
目
だ
け
の
参
加
だ
っ
た
の
で
す
が
、
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
盛
り
上
が
り
は
か
な
り
の
も

の
で
し
た
。
札
幌
な
ど
に
生
活
す
る
非
地
元
民
パ
ネ
ラ

ー
の
「
地
域
自
立
の
た
め
に
は
人
口
の
減
少
も
か
ま
わ

「
あ
す
の
夕
張
を
考
え
る

シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
」
開
催

ユ
ウ
パ
リ
コ
ザ
ク
ラ
の
会

一

参

な
ど
と
い
う
意
見
に
対
し
、
理
解
は
出
来
て
も
心
が

納
得
し
な
い
の
か
半
は
感
情
的
に
自
分
の
意
見
も
述
べ

た
地
元
の
男
性
の
姿
は
印
象
的
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
夕

張
と
同
じ
よ
う
な
立
場
に
置
か
れ
て
い
る
町
の
方
の
報

告
も
、
実
に
生
々
し
く
聞
き
入
る
ほ
ど
に
絶
望
的
な
気

持
ち
に
な
っ
て
い
く
の
が
判
り
ま
し
た
。
大
人
の
人
達

か
多
勢
の
前
で
、
自
分
の
意
見
を
表
現
す
る
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
な
い
と
思
わ
れ
る
な
か
で
、
本
音
の
言
え
な
い

状
況
の
中
で
、
吃
月
２
日
の
夕
張
だ
け
は
違
っ
た
よ
う

で
す
。
時
間
が
十
分
で
な
か
っ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

け
れ
ど
意
見
を
〃
ぶ
つ
け
る
〃
姿
が
そ
に
は
あ
り
ま
し

た
。
２
日
目
は
分
散
会
に
な
り
、
同
じ
テ
ー
マ
を
小
人
数

ご
と
に
別
れ
て
討
議
し
、
全
日
程
を
終
え
ま
し
た
。

（
宇
仁
義
和
）

一

｢石炭の歴史村」の近くに会場が設けられた
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北海道自然保護連合加盟団体名簿

裏1条4丁目
稲田孝淫

十勝自然保護協会

浪室自然保護協会

釧路市春湖台1の
釧礎

函館市穂本町1の 】 卜詞北海道目然洙護協会

毎獣談話会

Ｉ
卒
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前
回
は
休
戦
し
た
「
切
り
抜
き
」
を
再
開
し
ま
す
。

８
月
か
ら
、
月
分
を
掲
戦
し
ま
す
。
８
月
は
次
年
度
の

施
策
が
公
表
さ
れ
、
予
算
の
額
も
明
ら
か
に
な
り
ま
す
。

新
聞
報
道
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
や
事
件
は
大
き
く
扱
わ
れ

ま
す
が
、
環
境
の
保
全
に
最
も
関
係
す
る
地
域
開
発
や

役
所
の
動
き
に
つ
い
て
の
報
道
は
一
部
を
除
い
て
ご
く

少
な
い
も
の
で
す
。
そ
こ
で
今
回
は
役
所
の
動
き
を
中

心
に
記
事
を
並
べ
て
み
ま
し
た
。
今
、
役
所
は
ど
う
い

う
目
的
を
根
拠
に
事
業
を
行
お
う
と
し
て
い
る
の
か

が
、
事
業
の
名
前
か
ら
知
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
世
の

中
リ
ゾ
ー
ト
開
発
ブ
ー
ム
て
す
が
、
役
所
の
小
さ
な
事

業
に
ま
ご
リ
ゾ
ー
ト
時
代
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い

ま
す
。
特
に
林
業
関
係
で
の
事
業
に
注
目
し
て
下
さ
い
。

生
産
目
的
で
は
な
く
、
ミ
ニ
リ
ゾ
ー
ト
的
な
も
の
が
目

に
つ
き
ま
す
。
そ
の
下
に
あ
る
〃
描
造
〃
は
同
じ
な
の

で
す
が
。

○
幾
春
別
新
水
路
藩
エ
ヘ

道
開
発
庁
は
石
狩
川
洪
水
の
常
襲
地
帯
で
あ
る
空
知

管
内
北
村
地
区
の
幾
春
別
川
新
水
路
建
設
事
業
の
新
規

着
工
を
来
年
度
概
算
要
求
に
盛
り
込
む
方
針
を
固
め

た
。
計
画
は
、
石
狩
川
と
幾
春
別
川
の
合
流
点
を
現
在

よ
り
４
伽
下
流
に
移
し
、
石
狩
川
に
平
行
し
て
走
る
新

水
路
を
つ
く
る
。

（
８
．
２
道
新
）

○
銀
河
ト
ン
ネ
ル
満
エ
ヘ
．

道
開
発
庁
は
層
雲
峡
を
ほ
ほ
ト
ン
ネ
ル
化
す
る
「
銀

切
り
抜
き

河
ト
ン
ネ
ル
」
の
本
工
事
精
エ
を
来
年
度
概
算
要
求
に

盛
り
込
む
方
針
を
固
め
た
。
こ
れ
は
師
年
、
死
傷
者
８

人
を
出
し
た
崩
落
事
故
を
受
け
て
の
こ
と
だ
が
、
ト
ン

ネ
ル
完
成
に
よ
り
景
観
が
失
わ
れ
る
こ
と
か
ら
層
雲
峡

を
ス
ポ
ー
ツ
施
設
化
し
滞
在
型
観
光
地
に
切
り
替
え

る
榊
想
が
上
が
っ
て
い
る
（
、
月
加
日
着
工
）
。

（
８
．
３
道
麺

○
野
々
沢
川
の
雑
木
林
を
守
っ
て

札
幌
市
内
南
区
の
豊
平
川
支
流
野
々
沢
川
の
右
岸
に

茂
る
雑
木
林
の
保
護
を
求
め
て
住
民
ら
が
市
長
に
陳
情

醤
を
提
出
し
た
。
近
年
、
宅
地
造
成
や
河
川
改
修
が
進

み
雑
木
林
が
破
壊
さ
れ
る
恐
れ
が
で
て
き
た
た
め
。

（
８
．
６
道
新
〉

○
「
啓
発
の
森
三
匠
の
霊
造
成
地
決
ま
る

本
ね
ど
か
ら
始
ま
っ
た
道
の
「
森
と
木
の
里
」
整
姉

事
業
で
、
天
然
林
を
活
用
し
、
森
林
の
働
き
な
ど
を
Ｐ

Ｒ
す
る
「
啓
発
の
森
」
を
十
勝
管
内
芽
室
町
に
、
人
工

林
を
生
か
し
、
林
業
な
ど
を
体
験
学
習
で
き
る
「
匠
の

藻
」
う
胆
振
管
内
壮
瞥
町
に
造
成
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

両
方
合
わ
せ
て
の
総
工
喪
は
２
億
５
千
万
円
と
な
っ
て

い
る
。

（
８
．
９
道
麺

○
十
勝
川
流
域
を
リ
ゾ
ー
ト
地
区
に

道
開
発
局
は
、
「
道
特
定
開
発
事
業
推
進
調
査
」
の
結

果
を
ま
と
め
た
。
そ
の
中
で
、
十
勝
川
流
域
を
リ
ゾ
ー

ト
エ
リ
ア
、
空
知
中
部
を
国
際
的
観
光
地
、
噴
火
湾
沿

岸
を
海
洋
開
発
の
拠
点
に
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い

る
。

（
８
．
９
道
新
）

…

○
「
年
度
内
に
ア
セ
ス
手
続
き
は
終
え
た
い
」

阿
部
歩
男
開
発
庁
長
官
は
記
者
の
質
問
に
対
し
「
千

歳
川
放
水
路
は
抜
本
的
な
放
水
対
簸
と
し
て
欠
か
す
こ

と
が
出
来
な
い
。
し
か
し
地
元
の
住
民
の
コ
ン
セ
ン
サ

ス
も
大
事
だ
。
着
実
に
推
進
す
る
考
え
で
い
る
し
、
本

本
土
内
に
ア
セ
ス
手
続
き
は
終
え
た
い
」
と
語
っ
た
。

（
８
．
ｍ
道
新
）

○
都
会
っ
子
に
「
こ
ど
も
自
然
王
国

厚
生
省
は
都
会
の
子
供
向
け
に
、
自
然
に
恵
ま
れ
た

地
域
に
「
宿
泊
施
設
も
備
え
た
児
童
館
」
を
つ
く
る
方

針
を
固
め
た
。
来
年
度
は
近
繼
地
方
に
２
ヶ
所
建
設
し

将
来
的
に
は
各
都
道
府
県
１
ヶ
所
程
度
に
し
た
い
考

え
。
約
５
臆
円
を
来
年
度
概
算
要
求
に
盛
り
込
む
。

（
８
・
巧
道
新
）

○
酸
性
雨
列
島
全
域
で
確
認

環
境
庁
が
ま
と
め
た
酸
性
雨
対
蟻
調
査
結
果
で
全
国

で
酸
性
雨
が
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
本
道
で
は
、
札
幌
市
Ｐ
Ｈ
印
、
岩
見
沢
市
Ｐ
Ｈ

坐
な
ど
。

（
８
・
巧
道
新
）

○
「
原
発
活
用
い
い
方
法
だ
」

森
山
真
弓
環
境
庁
長
官
は
原
子
力
に
つ
い
て
の
記
者

の
質
問
に
対
し
「
環
境
破
壊
防
止
の
面
で
石
油
よ
り
は

い
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
聞
い
て
い
る
。
原
発
事
故
な
ど
そ

の
危
険
性
に
十
分
注
意
し
な
が
ら
活
用
す
る
こ
と
が
い

い
方
法
だ
と
考
え
る
」
と
答
え
た
。
ゴ
ル
フ
場
に
つ
い

て
は
「
各
都
道
府
県
が
よ
く
実
態
を
つ
か
ん
で
対
応
す

べ
き
だ
」
と
答
え
た
。

（
８
・
刀
道
新
）

一

○
ガ
イ
ド
養
成
購
座
花
盛
り

自
然
志
向
を
反
映
し
、
近
年
養
成
識
座
が
盛
ん
に
な

り
だ
し
、
道
自
然
保
護
課
、
道
林
務
部
が
既
に
始
め
て

い
る
他
、
道
営
林
局
が
現
場
職
員
向
け
の
研
修
を
今
年

か
ら
開
始
し
て
い
る
。

（
８
・
画
道
新
）

○
都
市
住
民
用
に
「
ふ
れ
あ
い
漁
村
」

水
産
庁
は
海
洋
性
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
多
様
化
す

る
中
で
景
観
の
優
れ
た
漁
港
、
漁
村
を
都
市
住
民
に
も

親
し
ま
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
多
機
能
の
施
設
を
整

備
で
き
る
「
ふ
れ
あ
い
漁
港
漁
村
整
縮
事
業
」
を
卯
年

度
か
ら
計
画
し
て
い
る

（
８
・
麹
道
新
）

○
道
開
発
局
苫
小
牧
市
に
正
式
回
答

千
歳
川
放
水
路
に
関
し
て
苫
小
牧
市
が
提
出
し
て
い

た
質
問
に
対
し
て
へ
道
開
発
局
が
回
答
を
公
開
。
市
は

正
式
回
答
と
し
て
受
け
取
っ
た
。
こ
の
中
で
気
象
と
水

質
変
化
は
調
査
継
続
と
明
記
し
て
い
る
。

（
８
・
配
道
新
）

○
タ
ン
チ
ョ
ウ
生
息
鯛
査
に
４
５
４
万
円

環
境
庁
は
卯
年
度
概
算
要
求
を
ま
と
め
、
地
球
環
境

問
題
に
穣
極
的
に
対
応
し
て
い
く
方
針
に
し
た
。
ま
た

５
年
毎
に
行
っ
て
い
る
「
タ
ン
チ
ョ
ウ
に
対
す
る
生
息

地
特
別
調
査
事
業
塗
と
し
て
４
５
４
万
円
を
盛
り
込

ん
だ
。

（
８
・
泌
道
新
）

○
「
環
境
保
全
」
の
要
望
蜜
提
出
へ

日
本
生
態
》
枩
云
は
第
妬
回
大
会
で
ス
キ
ー
場
計
画
が

進
め
ら
れ
て
い
る
夕
張
岳
の
高
山
植
物
保
護
な
ど
、
自

然
環
境
保
全
を
求
め
る
７
つ
の
要
望
害
を
提
出
す
る
こ
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と
を
決
め
た
。

（
８
・
溺
道
新
）

○
「
な
ぜ
札
幌
の
ゴ
ミ
を
」
住
民
運
動
広
が
る

札
幌
市
の
隣
の
広
島
町
に
は
道
に
届
け
出
が
あ
る
だ

け
で
も
誕
腫
の
産
業
廃
棄
物
処
理
場
が
あ
り
、
次
か
ら

次
に
新
設
さ
れ
る
こ
と
に
対
し
住
民
が
「
西
の
里
の
環

境
を
守
る
会
」
を
設
立
。
反
対
運
動
を
行
っ
て
い
る
。

（
８
・
配
道
新
）

○
世
界
キ
ャ
ン
プ
大
会
札
幌
へ
露
致

４

道
開
発
庁
は
滝
野
す
ず
ら
ん
丘
陵
公
園
で
”
年
に
世

１

界
キ
ャ
ン
プ
大
会
を
誘
致
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い

る
。
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
ブ
の
普
及
の
起
爆
剤
に
し
た
い
考

え
だ
。

（
９
．
３
道
新
）

○
地
元
自
治
体
の
同
意
を
最
侭
先

道
開
発
局
は
苫
小
牧
市
議
会
の
議
員
協
識
会
で
、
千

歳
川
放
水
路
計
画
は
地
元
の
合
意
な
し
に
は
進
め
な
い

こ
と
を
強
調
、
ま
た
“
年
８
月
作
製
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

に
記
述
の
誤
り
が
あ
る
こ
と
を
認
め
た
。

（
９
．
５
道
新
）

○
湖
沼
の
浄
化
と
併
せ
レ
ジ
ャ
Ｉ
施
設
造
成

湖
沼
の
浄
化
と
レ
ジ
ャ
ー
施
設
を
整
蹄
す
る
「
レ
ー

ク
フ
ロ
ン
ト
整
術
事
業
」
に
建
設
省
が
来
年
度
か
ら
取

り
組
む
方
針
を
と
っ
た
。

（
９
．
５
道
新
）

○
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
規
制
期
間
延
長
へ

札
幌
市
の
条
例
改
正
が
固
ま
り
、
ス
バ
イ
ク
タ
イ
ヤ

の
規
制
期
間
を
３
月
１
日
～
哩
月
巧
日
と
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
《
碁
か
ら
実
施
の
方
針
（
、
月
加
日
成
立
｝
。

（
９
．
９
道
新
）

○
住
民
主
導
で
公
害
防
止
協
定

札
幌
市
な
ど
か
ら
の
産
業
廃
棄
物
問
題
が
住
民
運
動

に
ま
で
発
展
し
い
る
石
狩
管
内
広
島
町
で
、
地
元
住
民

と
廃
棄
物
処
理
業
者
、
町
、
地
権
者
の
４
者
に
よ
る
公

害
防
止
協
定
が
締
結
さ
れ
た
。

（
９
・
過
道
新
）

○
観
光
軸
に
開
発
鰯
査

道
開
発
庁
は
暑
寒
別
岳
周
辺
地
域
の
開
発
を
進
め
る

た
め
に
、
開
発
基
盤
整
備
事
業
推
進
調
査
を
来
年
度
か

ら
３
ヶ
年
で
実
施
す
る
方
針
を
固
め
た
。
同
地
区
は
来

年
度
に
も
国
定
公
園
へ
の
昇
格
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

調
査
費
は
３
ヶ
年
で
約
４
千
万
円
。（
９
．
皿
道
新
）

○
宮
島
沼
の
鉛
中
毒
対
策
、
道
補
正
予
算
案
計
上
へ

美
唄
市
宮
島
沼
の
ハ
ク
チ
ョ
ウ
鉛
中
毒
死
問
題
で
、

道
は
再
発
防
止
に
向
け
た
作
業
を
９
月
下
旬
に
実
施
す

る
方
針
を
固
め
た
。
関
連
経
蛮
約
百
万
円
は
補
正
予
算

案
に
計
上
さ
れ
る
。

（
９
・
巧
道
新
）

○
道
内
リ
ゾ
ー
ト
、
共
倒
れ
を
懸
念

総
務
庁
の
全
国
管
区
行
政
監
察
局
庁
会
議
で
北
海
道

管
区
行
政
監
察
局
長
は
「
リ
ゾ
ー
ト
開
発
も
ス
キ
ー
、

ゴ
ル
フ
、
ホ
テ
ル
の
三
点
セ
ッ
ト
ば
か
り
で
個
性
が
み

ら
れ
な
い
」
と
共
倒
れ
を
懸
念
す
る
と
と
も
に
急
環
境

破
壊
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
リ
ゾ
ー
ト
振
興
に
も
対
応

す
る
必
要
が
あ
る
と
指
摘
し
た
。

（
９
・
”
道
新
）

○
伐
採
し
た
分
、
基
金
で
植
林
を
条
例
化

胆
振
管
内
厚
真
町
議
会
は
間
緑
化
事
業
基
金
条
例
案

を
可
決
し
た
。
ゴ
ル
フ
場
な
ど
で
伐
採
さ
れ
た
森
林
と

、－

し

同
面
穣
の
植
林
を
同
基
金
で
ま
か
な
い
「
緑
の
バ
ラ
ン

ス
」
を
保
た
め
の
条
例
。

（
９
・
塑
道
新
）

○
サ
ケ
産
卵
床
で
河
川
エ
事
ｌ
豊
平
川

札
幌
・
豊
平
川
の
サ
ケ
産
卵
床
に
あ
た
る
部
分
で
開

発
局
と
札
幌
市
に
よ
る
下
水
道
整
嫡
エ
事
が
行
わ
れ
て

い
る
。
市
工
事
部
中
部
工
事
課
長
は
「
現
場
付
近
が
サ

ケ
の
産
卵
床
で
あ
る
こ
と
は
計
画
策
定
段
階
で
は
認
識

し
て
い
な
か
っ
た
」
と
語
っ
た
。

（
９
・
翠
道
新
）

○
ニ
セ
コ
に
ヘ
リ
ポ
ー
ト

道
開
発
庁
と
道
の
補
助
事
業
で
、
後
志
管
内
ニ
セ
コ

町
が
来
年
度
か
ら
公
共
へ
リ
ポ
ー
ト
を
建
設
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
総
工
蜜
は
約
１
臆
５
，
６
０
０
万
円
で
、

道
内
で
は
足
寄
町
・
占
冠
村
に
次
ぎ
３
番
目
。

（
９
・
妬
道
新
）

○
通
産
省
幾
審
別
川
開
発
を
後
押
し

幌
内
炭
坑
の
閉
山
後
の
地
域
振
興
策
と
し
て
地
元
が

要
望
し
て
い
る
幾
春
別
川
総
合
開
発
事
業
に
つ
い
て
通

産
省
は
道
開
発
庁
と
も
連
携
し
、
来
年
度
着
エ
を
目
ざ

す
こ
と
に
な
っ
た
。
総
事
業
蜜
は
約
６
０
０
徳
円
。

（
９
・
”
道
新
）

○
道
地
下
水
汚
染
８
市
で
鯛
査

道
公
害
対
策
議
会
水
質
部
会
は
、
地
下
水
の
水
質
測

定
計
画
を
ま
と
め
た
。
こ
れ
を
受
け
、
道
は
今
年
度
中

に
札
幌
・
旭
川
な
ど
８
市
じ
水
質
測
定
調
査
を
実
施
す

る
。

（
９
・
犯
道
新
）

○
リ
ゾ
ー
ト
開
発
に
指
針
ｌ
知
事
答
弁

定
例
道
議
会
で
の
長
沢
徹
（
社
会
・
道
民
連
合
）
の

質
問
に
対
し
、
横
路
知
事
は
「
道
自
然
環
境
保
全
指
針

や
道
観
光
振
興
基
本
計
画
と
の
調
整
を
計
り
な
が
ら
、

リ
ゾ
ー
ト
開
発
に
関
し
て
指
針
づ
く
り
の
検
討
を
行

う
」
と
応
え
た
。

（
、
・
５
道
新
）

○
春
ク
マ
駆
除
制
限
強
化
を

道
は
昨
年
か
ら
春
グ
マ
駆
除
に
大
幅
な
制
限
を
加
え

て
い
る
が
、
被
害
が
２
年
に
１
件
の
み
で
あ
る
た
め
、

制
限
を
強
化
し
て
い
く
議
論
が
高
ま
っ
て
い
る
。
近
く

道
議
会
で
も
史
上
初
め
て
代
表
質
問
で
ヒ
グ
マ
の
保

謹
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。

（
、
・
７
道
新
）

○
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
全
国
大
会

小
清
水
町
で
７
日
か
ら
２
日
間
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス

ト
全
国
大
会
（
第
７
回
）
が
開
か
れ
、
全
国
か
ら
如
団

体
２
０
０
人
が
参
加
し
た
。

（
ｍ
・
８
道
新
）

○
地
球
環
境
保
全
へ
技
術
協
力
を
強
鯛

「
地
球
環
境
保
全
国
際
議
鎚
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
開
会

あ
い
さ
つ
で
、
海
部
首
相
は
「
世
界
経
済
の
発
展
に
と

っ
て
環
境
を
破
壊
し
な
い
持
続
可
能
な
開
発
が
重
要
で

あ
る
」
と
述
べ
、
「
地
球
温
暖
化
対
策
で
は
、
炭
酸
ガ
ス

削
減
の
た
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
効
率
を
高
め
る
技

術
な
ど
を
開
発
す
る
」
と
し
た
。

而
・
９
道
新
）

○
廃
棄
物
に
騨
徴
金
で
リ
サ
イ
ク
ル
促
進

経
企
庁
の
私
的
研
究
会
で
あ
る
「
省
資
源
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
生
活
推
進
研
究
会
」
は
資
源
浪
費
型
の
商
品
と

省
エ
ネ
型
商
品
と
の
価
格
差
を
明
確
に
す
る
こ
と
や
、

廃
棄
物
の
排
出
者
へ
課
徴
金
を
適
用
す
る
こ
と
が
急
務

－7－



で
あ
る
と
う
提
言
を
ま
と
め
た
（
、
月
迦
日
行
政
指

導
決
定
）
。

（
ｍ
・
画
道
新
）

○
ゴ
ル
フ
場
の
磯
薬
使
用
ほ
ほ
適
切

札
幌
市
環
境
管
理
部
と
各
保
健
所
が
市
内
週
か
所
全

て
に
立
ち
入
り
調
査
を
行
っ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
保
袴

に
「
不
適
切
」
が
１
ヶ
所
で
、
あ
と
は
「
適
正
」
と
さ

れ
た
。

（
ｍ
・
娼
道
新
）

○
千
歳
川
放
水
路
美
々
川
源
流
除
外
を

横
路
知
事
は
道
議
会
で
、
放
水
路
予
定
ル
ー
ト
の

美
々
川
源
流
部
が
道
の
自
然
環
境
保
全
指
針
の
「
す
ぐ

れ
た
自
然
地
域
」
に
含
ま
れ
る
こ
と
を
報
告
し
、
同
地

を
予
定
ル
ー
ト
か
ら
除
外
す
る
よ
う
道
開
発
局
に
要
請

し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。（
ｍ
・
唱
道
新
）

○
白
旗
山
ス
キ
ー
場
蒲
エ

加
日
よ
り
札
幌
市
豊
平
区
白
旗
山
に
全
長
喝
帥
の
距

離
ス
キ
ー
競
技
場
の
工
事
が
始
ま
る
。
来
年
３
月
の
冬

季
ア
ジ
ア
大
会
に
ま
ず
使
用
さ
れ
る
。
（
ｍ
・
加
道
新
）

○
核
廃
棄
物
・
天
塩
で
陸
揚
げ

動
力
炉
・
核
燃
料
開
発
事
業
団
（
動
燃
）
が
留
萌
管

内
幌
延
町
に
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
貯
蔵
・
研
究
施

設
（
貯
蔵
工
学
セ
ン
タ
ー
）
の
立
地
を
計
画
し
て
い
る

が
、
科
技
庁
の
担
当
者
が
核
廃
棄
物
を
天
塩
港
で
陸
揚

げ
す
る
概
想
で
あ
る
こ
と
を
表
明
し
た
。
同
港
は
道
開

発
局
留
萌
開
発
建
設
部
が
副
年
度
に
卯
億
円
近
い
総
工

費
で
新
港
建
設
に
着
工
山
て
い
る
。（
ｍ
・
加
道
新
）

○
「
Ｐ
Ｏ
Ｌ
Ｉ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
』
恥
沁

〒
抑
長
野
県
茅
野
市
玉
川
２
２
６
２

炉
辺
社
原
伊
市
方

○
「
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
報
」

Ｑ
ｎ
Ｏ

Ｎ
別
〒
Ⅷ
東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
２
１
４

１
１
丸
ビ
ル
郷

㈱
観
光
資
源
保
護
財
団

○
『
石
川
の
自
然
」
恥
皿

〒
Ⅷ
金
沢
市
三
馬
１
１
Ｍ

荒
木
孝
三
方

石
川
県
自
然
保
護
協
会

○
『
く
ら
し
を
洗
う
』
伽
７

〒
剛
札
幌
市
中
央
区
北
４
西
皿

○
建
殴
廃
棄
物
処
理
対
策
研
究
会
を
設
題

広
島
町
で
埋
め
立
て
地
設
置
の
反
対
運
動
が
起
る
な

ど
産
業
廃
棄
物
の
処
理
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
北

海
道
建
設
業
機
械
協
同
組
合
は
同
研
究
会
を
設
渡
、
業

界
自
ら
が
対
策
の
検
討
に
乗
り
出
し
た
。

（
ｍ
・
泌
道
新
）

瀬
谷
い
と

会
報
・
寄
贈
図
書

…

一
○
、
○
○
○
円

ほ
く
ろ
う
ピ
ル
１
Ｆ

く
ら
し
を
洗
う
１さ
つ
ぼ
ろ
市
民
連
絡
会

○
『
都
市
と
自
然
』
恥
脳

〒
瓢
大
阪
市
北
区
豊
崎
２
丁
目
４

１
５
岸
本
ピ
ル
２
Ｆ

棚
大
阪
自
然
環
境
保
全
協
会

○
『
全
国
自
然
通
信
』
恥
稲

〒
川
東
京
都
北
区
王
子
本
町
１
１
妬

１
２２

全
国
自
然
保
護
連
合
事
務
局

○
「
宮
城
の
自
然
監
察
』
酌
夏
・
秋

〒
州
宮
城
県
石
巻
市
泉
町
４
１
，

２３
県
教
員
宿
舎
棚
号
橋
口
方

宮
城
県
自
然
観
察
指
導
員
連
絡
会

○
『
季
刊
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
」
恥
２

〒
加
東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
１
１
瓢

１
２
１
塊３

グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
日
本
連
絡
事
務
所

○
『
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
｝
一
ユ
ー
ス
』
酌

皿
月
。
ｎ
月

〒
剛
松
江
市
西
津
田
１
丁
目
５
１
Ⅳ

平
井
芳
江
方

し
じ
承
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

○
『
会
報
』
血
卵

〒
脱
函
館
市
榎
本
町
１
１
Ⅳ

宗
像
英
雄
方

南
北
海
道
自
然
保
護
協
会

）

’
ー

～アンケートにお答え下さい～

連合で取り組むべき課題や記事について、ご意見をお寄せ下さい。

アンケートは郵送でも、事務局会(毎水曜日8時より、 90年第1回目は17日）の

時に持参されてもOKです。

○事務局会では行政施策のリゾート化についての学習会を予定しています。
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a廷 与寒
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Ｉ
梨
恥
弼
億
埼
訓
４

フ
焔
が
腐
か
ら
次
へ
鰻
．
念

向
れ
て
い
尿
γ
“

私
た
ち
の
罫
蜘
電
偽
郁
揮

卜
麗
魂
愈
壇
玲
槌
也
Ｌ
の

な
上
っ
て
駈
け
出
か
ｒ
そ
い

為
も
鯵
が
罰
１
．
．
壬
唖
に

今
確
龍
な
妻
些
罫
瞬
・
敬
弱

申
が
十
舟
辱
聯
ま
甜
發

ら
ぐ
全
縄
・
鰯
軟
で
し
よ

み
℃
圭
諏
侭
簾
梁
各
頃
な
ど

逼
も
尉
々
に
遷
陵
姫
て
い

て
砥
こ
の
・
一
昨
の
葡
も

腱
干
鴬
剛
が
適
い
蚊
愚
奪
つ

で
１
げ規
制
錘
和
で
拍
車

Ｉ
な
鷺
こ
ん
蕊
に

鐘
造
蓮
瑚
辱
哩
州
に
堀
け
Ｌ
走

礁
侭
戯
歴
鯵
謹
礎
禰
畢
晦
つ

ま
り
リ
ゾ
層
・
胤
湛
謬
宇
災
篭

以
鋳
の
曝
破
で
番
・
●
ゴ
患
う

蛾
を
心
師
す
あ
仇
隙

嘱
領
．
比
や
ん
唾
剥

雅
か
昼
で
そ
蘭
鯉
し

よ
う
と
い
き
川
風
研

弾
・
ゴ
凡
フ
剃
例
唾

袋
叫
連
鯵
蝿
中
呼

メ
シ
パ
ｆ
参
・
八

毒
、
華
閏
の
獲
り
ま

と
め
磯
の
檸
鍾
懇
ｒ

皇
烏
腫
雛
い
た
．

《
森
田
美
和
配
習

ゴ
ル
フ
鯛
鋤
制
融

ブ
プ
シ
ュ
が
雑
く
遅

内
。
↑
幾
切
壁
謬
鎚

も
遮
っ
た
ゴ
ル
フ
の

人
鴛
穿
り
に
郡
急

堕
啄
ゞ
鵬
禽
罵
謝
何

Ⅸ
仁
摩
Ｌ
本
垣
が
週

わ
れ
て
い
あ
。
触
媛

襲
艇
歴
と
体
埋
塁
尻

る
え
轟
林
の
砿

檎
や
嚢
毎
脾
乍
い
る
称

一一

一

－－

腿
』
蝿
ス
キ
ｉ
小
蝿
畢
夛
乏

誹
Ｉ
里
上
ｒ
》
も
蝿
聰
ァ
？

卜
鯵
冒
・
駁
お
湯
卜
で
ず
か

噂
二
心
抵
澱
驚
脈
拓
錘

脱
刷
緩
和
砥
〃
詠
心
信
恐
恥
舜

I う’つ
ブ
ル
鷲
ｌ
ザ
ー
が
篭
り
遜
的
「
逢
漢
が
潅
迩
ゴ
ル
フ
塩

Ｉ
薦
、
８
狐
捺
嬢
㈹
￥
或
測

を ろ緑 守由
子
が

澗費慰の目で懸尭ラツシ桑

を楚硯するゴルフ増聞竃金

閣亜絡会事麓展の

蕗1A;『ら h&呈

神城順子､ル》
ｑ
去
夕
■
！
ｆ
鯵
愛
野
蝿

癒
醇
緯
蝿
ゴ
ル
フ
灘
拳
遥

る
蕊
、
曇
迩
輌
の
．
慧
醗
皇
愚
貨
擬
蜜
弊
心
洩
挟
涯
剰

が
穣
塊
麓
怠
好
球
§
叢
か
顔
の
瀞
珂
が
い
ら
な
く
な

唾
た
の
蔭
魂
子
ｆ
が
り
ソ
ｑ
絶
鯵
幾
録
戦
聴
も
索
必

Ｉ
卜
賑
腱
伴
い
、
憂
次
翻
臆
彊
膜
な
る
の
篭
一
発

蹴
制
塞
幕
慮
跡
い
し
漣
返
し
１
１
遮
々
と
し
ま
鰯
蝿

工
し
ま
い
ま
し
魚
員
錨
や
伽
噸
で
ボ
ー
ル
か
打
つ
の

鉢
藁
の
卜
疵
で
『
食
べ
て
い
は
鮒
戯
腰
い
い
の
誰
膵
喝

け
な
営
緑
芳
豊
い
げ
雁
爽
郭
唾
イ
メ
ー
為
謬
通

い
』
と
剥
珠
埴
の
人
片
が
Ｉ
う
４
ぷ
兎
埋
難
の
偲
維
の

麹
篭
乎
譲
農
さ
る
母
ｚ
な
い
た
野
火
鍬
嘩
殺
皇
舞
や
際

謝
豊
も
あ
や
ま
す
？
亜
則
轌
雰
い
ず
ふ
ま
玄
横

伐
採
で
潤
え
る
緑
密
鍛
郡
碑
彌
塞
瀝
潅
塞
轆
蓉

ｆ
’
１
種
炉
聴
毅
臆
峨
鍍
血
碓
航
し
瀝
鋤
と
綱
囎
讃
魅

必
圭
曾
凡
フ
鯵
随
い
い
恥
腫
寡
蜜
短
う
竃
ず
廟
そ
ん
理

い
堪
弊
冷
張
櫛
雑
沙
扱
勾
喧
プ
レ
ー
す
る

子
鋤
雌
も
興
鯛
優
蝿
で
入
廷
嘆
祁
溺
鯉
に
い
い
種
し
Ａ

飾
れ
つ
つ
あ
り
泳
竃
蜘
幣
う
鋤
脚
砿
乃
倣
鰐
凋
鋤
鈩

鞍
Ｔ
る
た
め
僚
惚
い
と
い
ハ
ャ
ヂ
＃
１
卓
僻
繼
恥
偲
峨
卵

湖
痩
が
あ
り
求
丁
が
、
仲
野
都
も
州
で
聯
求
玩

〃
稔
椅
猟
謁
Ｗ
雌
雄
縄
企
聴
Ｉ
透
の
鋼
践
で
は
塁

糾
煙
工
跡
ま
ず
。
こ
奴
が
恩
鮒
へ
の
瀧
川
が
蕊
じ
ら
伽

も
３
・
寺
夕
垂
■
▼
赴
丑
包
む
Ｂ
▲
ａ
ｅ
Ｕ
■
ｑ
０
４
且
〃
Ｄ
ｄ
８
Ｐ
△
９
Ｔ
Ｇ
５
ｒ
０
勺
ｑ
守
４
９
９
口
◆
■
■
今
■
■
Ｄ
写
Ｄ
Ｆ
Ｄ
“
卜
ｐ
ｐ
・
凸
■
・
・

ｊ

ｄ
Ｇ
ｆ
０
け
Ｇ
ｇ
ｇ
Ｐ
Ｕ
２
牡
９
凸
■
ひ
。
３
口
９
．
９
口
４
４
８
■
ｐ
ｌ
・
Ｇ
Ｂ
Ｆ
Ｂ
け
■
■
亨
凸

ひ
ど
い
森
林
破
埋
と
農
薬
汚
染

ー

■

も

り

●

巴

畢

ｑ

ｅ

ａ

■

■

Ｔ

ｅ

唾

牙

〃

一
一
’

－

毎
℃
、
０
一
一
一

ｒ
“
』
茜

鍵
騒

傷

戚

一
一
一二二三二二

零
－－

僻
塾
篭
鄭
嗣
驍
甚
参
し
馬

齢
良
鴎
鯉
難
職
篭
講
、
数

み
本
熱
師
度
嬢
が
検
州
謹
戯

Ｚ
い
深
す
“
緊
か
価
だ
照
報

祁
町
や
蝿
伏
旗
に
入
心
て
齢

幾
Ｌ
￥
ｒ
註
禽
晶
蒔
艶
ぷ
凡

兇
、
必
税
執
忽
ゴ
ル
ッ
畑

も
坐
や
鳥
左
称
臆
と
っ
て
冊

み
に
く
く
な
お
重
群
溌
ず
“ 弱

〆

消識者の目で監視１
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
Ｉ
１
ｊ

ア
メ
リ
方
鋤
翼
仔
僻
根
レ
イ

子
鼻
鼻
・
カ
ー
ソ
ン
が
罰
い

た
『
糎
跡
泌
蒋
」
の
吟
鴬
〃
姪

端
燐
篭
紘
な
・
・
ぎ
し
。
翁
ふ

か
夢
い
発
が
ん
物
蜜

Ｉ
血
が
鋤
柳
費
鯛
か

・
砿
細
丁
る
鈴
診
潮
満
焔
鋤

蹄
醇
動
輪
ま
っ
て
泉
宜
。

高
』
輻
も
、
贋
穣
捻
峨
般

§
卦
鮮
聡
皐
上
ｒ
￥
《
し

ず
市
必
は
蝋
麓
で
寛
僕
錘

強
噸
手
伶
謝
呼
則
が
ん
物
黙

と
？
曇
Ｌ
が
ま
丁
審
勾
鵠

輔
呼
熟
釧
劉
で
は
舵
毎
●
臆

帥
．
ゴ
ル
フ
鯛
と
蝿
近
の
瞳

概
銃
『
覇
縄
幡
企
惑
零
台
を

戦
瞳
子
潅
柑
裏
暑
の
デ
ー

榎
⑤
公
脆
総
物
浄
？
ベ
埜

篭
峨
騨
瀝
躯
唖
ゴ
月
γ
鴫

抵
叩
股
側
係
伝
湖
比
で
昌
涯

鮎
恢
ｂ
櫨
慎
す
ら
と
い
局
内

遭
難
も
殿
供
鯉
そ
ん
な
蝦
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過
澱
め
が
鈴
蹟
・
と
。

Ｉ
麓
蛾
彩
婆
．
し
み
龍

‐
￥
徹
患
フ
ゴ
ン
や
必
錐

材
は
鋲
小
参
弐
莞
や
必

髄
驚
な
て
應
然
吟
鞍
墳
心

丞
い
婚
令
雁
ゴ
も
ソ
腿
麓
の

牟
苛
や
り
た
い
く
曲
い
や

す
や
入
喧
プ
レ
ー
礎
Ｉ
ｆ
い

ま
し
亀
が
、
櫓
轄
脚
袋
か

知
裳
上
証
圃
や
陵
啼

ふ
嬬
的
な
爺
剛
蜜
惇
Ｌ
打

鵬
惟
溌
で
副
鯛
辱
繊
需
与
必

愉
蹴
、
い
い
蝋
譲
づ
く
り
〃

認
驚
お
衝
で
は
ｖ
郵
麓
幸
つ

圭
盈
禽
忰
ず
る
聯
鴬
鼻
苛
ゾ

！
卜
審
維
も
穴
《
た
い
雄
い
‐

Ｉ
除
婚
発
鰹
し
た

令
侭
洩
聯
澪
仁
れ
か
焼

の
掘
醗
は
．

今
去
篭
咽
嘘
尚
浜
謁
湧
罵
一

か
伽
固
需
哩
》
蝿
飛
似
却
ら

蕊
剛
へ
余
り
が
夢
期
し
堰
い

ま
ｖ
・
瑚
凹
謡
武
地
臥
瓶
翁

喧
や
患
た
い
。
懸
瞥
ｚ
０
●
．

ス
翻
鰹
か
釉
難
玩
漣
い
患
す

郡
諺
侭
郷
淵
篭
砂
握
翻
杯
鋤

醐
ち
永
諸
１
才
４
潅
壇
や
心

路
奉
億
の
農
憲
噂
麹
線
孝
え

ん
愈
奄
罰
う
す
箪
介
ナ
ル
ト

ラ
ス
ト
江
班
發
灘
樹
隈
崎
趣

く
蛾
一
踊
遊
糾
増
悪
鬼

Ｉ
諾
れ
評
や
ケ
腐
飼

慨
綴
が
底
砕
弓
吸
う
鋤
瞬

剛
粍
側
心
企
阜

曇
恥
胸
、
我
ぺ
坊
の
鷺
や

酬
や
血
戦
な
騨
娠
霧
哩
ぞ
遮

擢
Ｌ
ｆ
此
躯
ｒ
狸
稔
ニ
タ
現
、

い
い
亥
べ
鍔
縛
い
い
蟹
溌
か

ら
零
零
れ
基
こ
い
参
こ
し
霧
』

劃
靭
竣
し
会
稲
或
み
う
灘
も

ｃ
の
ま
濃
隠
懲
Ｌ
Ｚ
お
妙
な

企
ｈ
Ｔ
ｍ
ｒ
い
け
●

ー

新年会と講演のお知らせ

■日時90年1月20日㈹午後4時より講演、 6時より新年会

■会場札幌$'クリスチャンセンター〃（北区北7西6, 011-736-3388)

講師神原昭子氏（日本消蛮者連盟･ゴルフ場問題全国連絡会）

テーマゴルフ場と森と暮し(仮題）

新年会の申し込みはハガキで連合事務局までお願いいたします。会費は2,000円の予定です。
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議霧篝霧
群舞裏1ね

○常務会の通知発送

○事務局会

11月7日 ○『北の自然jNQ42発想12月5日

11月22日 ○通信89－8発送

11月24日 ○札幌の自然を守る会総会

○知床シンポ報告集打合せ

○常務委員会（連合事務所にて）

○「森林の保健機能増進に関する12月8日

11月27日 特別措置法」廃案要請書発送

○事務局会

（知床シンポ報告集

11月29日 12月13日

テープ起こし分担）

ー

○
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
「
環

境
元
年
」
は
北
海
道
に
と
っ
て
は
リ
ゾ
ー
ト
開
発

ブ
ー
ム
に
浮
き
足
立
っ
た
一
年
で
し
た
。
映
像
や

活
字
に
よ
っ
て
政
府
主
催
の
国
際
会
議
が
華
を
し

く
報
ぜ
ら
れ
、
各
国
に
お
け
る
環
境
破
壊
の
実
情

が
生
な
し
く
伝
え
ら
れ
、
環
境
問
題
が
一
般
的
な

話
題
に
は
な
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
一
方
で
、
足

元
の
生
態
系
が
ド
ン
ド
ン
貧
弱
に
な
っ
て
行
く
の

は
何
故
で
し
ょ
う
か
。

○
思
う
の
で
す
が
僕
た
ち
は
行
政
や
開
発
に
必
要
な

手
続
に
つ
い
て
、
あ
ま
り
に
無
知
な
の
で
は
な
い

か
と
。
相
手
方
は
実
際
に
事
業
を
行
う
当
事
者
で

本
気
で
す
。
そ
れ
に
ひ
き
か
え
市
民
に
と
っ
て
は

手
続
き
な
ど
は
毎
日
の
暮
し
と
は
関
係
の
無
い
こ

と
で
す
が
、
少
を
見
す
ご
し
が
過
ぎ
た
の
で
は
な

い
か
と
。

○
新
し
い
加
年
は
僕
た
ち
が
も
っ
と
社
会
の
し
く
み

を
知
っ
て
い
く
時
代
に
し
た
い
も
の
で
す
。
（
宇
仁
）

一
九
九
○
年
一
月
一
日

発
行
者
北
海
道
自
然
保
護
連
合

代
表
稲
田
孝
治

編
集
者
宇
仁
義
和

事
務
所
札
幌
市
東
区
北
二
十
条
東
一
丁
目

前
田
ビ
ル
二
○
三
号

電
話
（
Ⅲ
）
七
四
二
’
三
一
六
一

振
替
口
座
小
樽
一
’
四
○
七
一

賛
助
会
員
年
間

一
口
三
、
○
○
○
円

北
の
自
然
隔
月
発
行

印
刷
北
海
道
機
関
紙
印
刷
所 １

１
…

傷」 登山

キャンピング

カヌー

アウトドア用品
当7

秀岳稚産蝋･凸の
営業時間/AM10:00～M7:00定休日／毎週月畷日

札幌本店札幌市北区北12条西3丁目念（011)726-1235
旭川店旭川市7条8丁目左2号盃（0166)23-3416

（専用駐車場完備）
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